（東京都小学校社会科研究会／夏季研究会）

　　　　　　　　　　「なぜ」で読み解く社会科授業のヒント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和３年８月１９日（金））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一財）総合初等教育研究所参与

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　俊　夫

◇　はじめに
１　なぜ、「なぜ」を読み解くのか
＊「なぜ」がわかると、授業が変わる

２　次の「なぜ」をどう考えるか
(1) なぜ「見方・考え方」が教科目標に位置づけられたのか。

＊他に、なぜ「学力」と言わず、「資質・能力」と表現されているのか。

なぜ「学習問題」が「学習の問題」と表記されているのかなど。

(2) ３年で、なぜ市の様子に重点を置くのか。

＊他に、なぜ「生産と販売の仕事」、共に働く人の工夫を取り上げているのに学習内

容が違うのか。

なぜ「市の発展」を考えさせることが重視されているのかなど。

(3) ４年で、なぜ自然災害が盛り込まれたのか。

＊他に、なぜ「都道府県の地理的環境」を４年の最初に取り上げるのか。

なぜ「国際交流に取り組んでいる地域」を取り上げるのかなど。

(4) ５年の食料生産に「技術の向上」が、工業生産に「工業製品の改良」がなぜ追加さ

れたのか。

＊他に、なぜ「情報を生かす産業」を取り上げるようになったのか。

なぜ「わが国の自然災害」を網羅的に取り上げるのかなど。

(5)　６年の歴史学習で、なぜ「外国との関わり」に目を向けるのか。

＊他に、なぜ歴史学習のまえに「政治」から学ぶようになったのか。

なぜ政治の学習で「日本国憲法」が学ぶのかなど。

３　改めて、「よい授業」とは何か
　(1) 近年の研究授業で気になっていること

(2) 先輩教師に学んだ社会科授業

(3) 教材開発の面白さを味わってほしい

－新しい教材の発掘を－

◇　終わりに
・誰にでもできる分かりやすい社会科を

　・次の改訂に提案できる、新時代の社会科を

【参考文献：どの図書を読んでいただけましたかー近著から】

・社会科授業の「不易」の観点から

『あなたの社会科授業は間違っていませんか』（明治図書）

・社会科授業の「流行」の観点から

『「なぜ」で読み解く社会科授業のヒント』（文渓堂）
『「ものの見方・考え方」とは何か』（文渓堂）

・学校・学年・学級通信のネタとして

『保護者に語りたい子育て話題５０』（文渓堂）

